
リポソーム

蛍光で簡便に検出できる
酵素活性評価システム

 研究技術 
・酵素及び酵素阻害剤の活性を簡便に蛍光で評価することができます。
・ポリアルギニンなどの膜透過性ポリマーが蛍光色素を内封したリポゾームの分子膜を透過すると
蛍光を発光します。この膜透過を抑制する分子を基質とする酵素反応が進行すると、蛍光発光の
回復が見られ、この現象を利用すれば様々な酵素及び酵素阻害剤の活性を蛍光により評価するこ
とができます。

 リポソーム分子膜（リン脂質膜）に対するポリマーの透過現象 
　膜透過性ポリマーは、両親媒性のアニオンであるドデシルフォスフェイト（DP：界面活性剤）
と錯形成をすることでリポソームの脂質二分子膜を容易に透過します。この現象は、カルボキフ
ルオレセイン（CF：蛍光試薬）を内包したリポソームを用いることで、蛍光発光として観測され
ます。

 酵素活性評価への応用（キナーゼ反応を例に） 
酵素活性評価への応用
　膜透過性ポリマーは、ATP や ADP な
どのアニオン種と錯形成をすると、両親
媒性アニオンとの錯形成が阻害され、膜
透過が抑制されます。この時、ATP は
ADP よりも強く膜透過性ポリマーと錯形
成するため、膜透過をより強く抑制しま
す。このことを利用してキナーゼ反応を
蛍光発光で検出することができます。
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酵素阻害剤の評価の例

 技術の特徴 
・従来技術では汎用性に乏しい問題点がありましたが、本技術では一つのシステムで様々な酵素の
活性を評価することに成功しました。

・本技術はラベルフリーな酵素活性評価が可能で、従来技術よりも簡便に酵素活性の評価が行えます
・本技術では酵素反応液に、試薬類を混ぜ合わせるだけで、速やかに蛍光発光による検出が可能で
あり、迅速な酵素活性の検査が行えます。

・本技術では、市販の安価な試薬類を用いているため、酵素検査キットのコストを低減できること
が期待されます。

 技術の可能性 
・多品種の検体を迅速に検査でき、酵素あるいは酵素阻害剤のスクリーニングに有効。医薬品開発
などで、薬理活性をもつ物質の探索などに利用できます。

・使用する試薬類は溶液の状態で長期保存が可能であることから、それらを組み合わせた酵素活性
評価キットとしての利用が可能。

・本技術は酵素活性を簡便に蛍光で検出できることから、特定の物質を酵素で認識し、蛍光発光す
る蛍光酵素センサーとしての応用も可能。
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